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凹
児
一
刈
叩

暖
冬
異
変
で
待
認
の
拝
が
例
年
よ
り
．
↑

早
く
訪
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
共
に

『
』
一
画
一
一
画
■
Ｆ
草
』
画
邑
一
』
口
邑
与
凸
毎
戸
“
①
己
口
■
■
■
三
』
一
争
一
強
一
こ
■
一
毎
苧
』
や
坤
国
・
早
口
一
一
●
■
』
一
一
毎
口
・
■
專
申
一
一
一
■
■
一
一
、
姑
一
一
一
Ｐ
や
一
垂
。
》
一
邑
二
尋
一
一
二
↓
の
一
二
二

山
火
事
は
タ
バ
コ
か
ら

小
一
町
経
は
入
居
者
を
次
の
方
法
で
公
募
す

１
，
．

春
季
火
災
予
防
週
間
‐
權
蕊
羅
勝
域
内
の

‐
適
当
な
場
所
に
擢
示
す
る
。

ｊ
■
■
ｒ
Ｌ
１
１
１
１
１

災
予
防
週
閲
』
と
定
め
、
映
腿
に
く
、
一
座
出
火
す
る
と
大
火
と
な
り
Ⅷ

『
火
』
に
つ
い
て
十
分
注
意
さ
れ
る
易
く
、
ま
た
統
酎
上
か
ら
み
て
林
野
》
一
『
入
居
者
の
鍵
衡
方
法
』
『
許
可
坐
一

．
そ
の
他

火
災
は
例
年
四
、
五
、
六
月
の
三
カ
ィ
ー
そ
の
手
続
』
及
び
『
罰
則
』
な
ど
ト
ー

よ
う
要
熱
し
て
お
り
ま
す
。

春
は
湿
式
が
な
く
、
蚊
風
が
統
さ
、
門
間
に
、
年
間
の
九
割
を
焼
失
し
て
世
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
係
圭
需
一

従
っ
て
毒
気
の
乾
燥
奄
は
な
は
だ
し
い
る
の
で
、
次
の
こ
と
に
特
に
御
留
‐
曲
一
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

やB

各
家
庭
で
も
こ
の
飯
扱
い
に
つ
い
て
Ｊ

は
万
全
を
期
し
て
下
さ
い
。

【
写
貢
Ｉ
ち
ょ
っ
と
し
た
不
始
末
か
ハ

ら
…
…
】
、
》ｈ

一
一
一
一
』
■
幸
壼
一
一
二
一
早
神
画
■
一
・
一
』
』
壷
岸
凸
口
■
一
二
●
竿
一
一
・
一
画
『
一
宇
一
一
二
』
・
一
一
二
一
■
』
一
一
七
凸
二
一
一
甲
己
寺
一
ロ
ヰ
ー
ー
ー
ゴ
計
■

４
、
現
に
住
居
に
困
っ
て
い
る
と
シ
が

一
ヶ
①
脚
一

、
『
ン》
臓
灘
細
撚
熟
一
織
鯉
職
一
撫
蝿
一
一

の
『
た
き
火
』
そ
の
他
の
火
遊
α
灯
心
霜
は
喪
失
し
無
籍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
一

為
は
厳
禁
す
る
よ
う
御
柄
導
下
さ
い
恥

同
じ
日
本
の
閏
氏
で
あ
り
な
が
ら
無
籍

者
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
は
悲
し
い

特
に
マ
ッ
チ
は
子
洪
潅
の
自
由
に
非
叫
叩

匡
と
で
あ
り
、
ま
た
日
常
の
生
活
に
い

が
触
れ
る
よ
う
な
堀
剛
に
園
か
ｆ
●
・
し
恥

ろ
い
ろ
支
障
語
招
く
ば
か
り
で
な
く
、

よ
う
に
願
い
ま
す
。

鰄
繍
》
聯
織
》
一
坐
撫
雛
撫
唯
一

で伊

意
下
さ
い
。

①
大
火
は
夜
綱
に
発
生
す
。
例
が
多

い
の
で
、
維
鶏
時
ま
た
は
就
寝
時
の

『
火
の
始
末
』
を
十
分
す
る
と
共
に

『
消
火
用
水
』
．
を
必
ず
轆
術
噸
い
ま

二

三

二

三

二

ぎ

ぎ

＝

畑
か
な
人
。
．

。
〃

５
、
そ
の
他
町
奨
が
将
に
入
居
さ
せ
る

必
袈
が
あ
る
と
鋸
め
た
人
。

岬
－
．
入
届
者
の
募
粟
方
法

’

－ －－

か
ら

『
明
日
と
い
わ
ず
今
直
ち
に
就
籍
手
緬

き
を
』

と
盤
熱
し
て
い
ま
す
。

◎
流
籍
の
手
引
き

一
、
新
し
く
本
籍
蓮
定
め
る
に
は
（
こ

の
こ
し
岸
就
霜
と
い
い
ま
す
）
所
唖

’

今
直
ち
に
就
籍
手
続
き
を

元
樺
太
の
無
籍
の
方
へ

ー

恥
碗
皿
伽
船
印
肥
肺
嘩
叩
、
配
“
、
皿
凹
扣
帥
酌
帥
ｍ
Ｍ
ｍ
抑
如
即
“
”
恥
、
＆
”
恥
酌
印
和
服
ル
叩
即
”
曲
酌
Ｍ
ｗ
”

【
写
真
④
完
成
し
た
五
戸
の
町
営
住
宅
⑮
平
面
図
】

当
町
は
水
田
地
幣
と
し
て
逐
年
醍
耕
用

牛
馬
の
飼
育
頭
数
が
漸
塘
し
て
い
る
が

－

以
内
に
所
輔
市
町
村
役
場
へ
就
騒
届
一

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
し
か
し
み
な
さ
ん
の
手
許
に
も
戸

籍
膳
本
な
ど
の
蜜
料
の
な
い
場
合
が

昭
和
一
〒
八
年
歴
に
建
て
た
五
戸
は
全

部
第
一
抑
住
宅
で
建
坪
そ
の
他
は
つ
ぎ

の
と
簿
》

１
、
建
坪
十
一
坪
（
別
紙
平
叩
図
参

燭
）

受
井
戸
共
同
井
戸
一
力

３
、
家
貿
月
千
五
百
円

４
、
敷
金
家
賀
三
カ
月
分

（
以
上
は
公
営
住
宅
法
、
同
上
施
行

令
、
金
木
町
営
住
宅
管
理
条
例
及
び

金
木
町
営
住
宅
使
用
料
歓
收
条
例
を

淫
約
し
た
も
の
）

家
庭
裁
判
所
の
許
可
な
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
裁
判
所
で
は
就
鋳
許

可
の
申
立
を
う
け
る
と
期
日
を
定
め

て
南
立
人
の
出
頭
を
求
め
申
立
の
趣

旨
、
実
摘
を
鯛
萱
し
審
判
の
結
果
砺

実
と
認
め
ら
れ
れ
ば
就
籍
を
許
可
さ

れ
ま
す
。
こ
の
許
可
の
日
か
ら
十
日

桂
木
川
堤
防
の
牧
草
地
↓
’
一

堤
防
保
護
と
飼
料
需
給
図
る
一

－

一
蕊
蕊
瀞

颪
鵬
離
蝿
灘
哩
す
る
馨
が

三
、
外
務
省
は
こ
れ
ら
の
不
便
を
は
ぶ

く
た
め
法
務
省
の
依
頼
に
基
き
『
野

一
灘
蝿
翻
藤
噌
蛎
洲
謝

判
を
鯛
易
且
つ
錘
速
に
し
て
容
易
に

就
鐇
許
可
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
飯
断

っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
一
刻
も
早
く

未
就
繊
の
方
は
外
務
省
ア
ジ
ア
同
郷

五
課
宛
、
ま
た
は
所
轄
市
区
師
村
役

蝿
へ
、
身
分
事
現
砿
明
用
紙
を
禰
求

の
上
顧
密
を
作
成
し
、
左
記
の
顕
査

査
科
を
添
付
し
て
外
務
省
ア
ジ
ア
局

第
五
課
宛
送
っ
て
証
明
密
の
発
給
を

受
け
、
速
か
に
家
庭
裁
判
所
へ
就
霜

・
許
可
の
申
立
を
し
て
下
さ
い
。

四
、
家
庭
裁
到
所
に
提
出
す
る
嘗
麺
は

家
事
審
到
申
立
密
に
外
務
省
の
野
分

事
項
証
明
香
及
び
居
使
証
明
喬
並
び

に
就
捧
老
各
自
の
写
真
を
添
付
す
る

・
の
で
あ
り
ま
す
（
家
事
泰
判
申
立
誉

の
用
紙
は
裁
到
所
に
あ
っ
て
、
こ
れ

一
癖
が
な
い
と
愈
誠
到
所
で
の
鯛
按
は

一
蝿
蕊
』
瀞
溺
蕊

あ
っ
た
隆
家
に
対
し
て
、
政
府
は
昭
和
な
く
て
も
、
一
部
落
が
三
割
以
上
の
被

二
十
九
年
度
の
再
生
産
の
た
め
に
必
要
害
の
あ
っ
た
潮
合
は
、
そ
の
町
村
、
ま

な
經
喪
と
し
て
、
営
隆
賓
金
を
貸
付
け
た
は
部
落
に
対
し
て
国
並
び
に
県
が
補

救
濟
の
途
を
講
じ
て
く
れ
た
が
、
さ
ら
助
金
種
交
付
し
て
、
土
地
改
良
砲
設
圭

ご
皇
も
匡
序
一
丁
差
」
Ⅱ
寸
登
本
戒
匡
諺
こ
ま
蛙
莨
上
に
贋
鴬
童
砥
一
丁
ナ
フ
ウ
漣

理
徹
鱸
や
誰
雛
綴
流
一
離
隔
鯉
梱
識
灘
鯉
潔

こ
れ
ぞ
と
い
う
採
草
地
が
な
く
、
家
畜

飼
料
の
大
半
は
他
町
村
か
ら
供
給
を
受

け
て
い
る
状
態
な
の
で
神
原
、
蒔
田
部

落
で
は
。
『
堤
防
保
護
組
合
』
を
組
織
し

て
、
岩
木
川
の
堤
防
の
保
護
と
、
採
草

の
一
挙
両
得
の
目
的
で
、
堤
防
を
利
用

し
、
飼
料
需
縊
の
譲
和
を
図
っ
て
非
常

な
成
果
浄
坂
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
度

は
奥
に
次
の
地
域
を
去
る
一
月
士
一
百

付
で
、
約
八
町
歩
の
『
堤
防
占
用
許
可

に
記
入
す
る
と
き
は
裁
到
所
の
係
官

ぴ
身
分
関
傑
に
つ
い
て
の
鉦
拠
密
誠
一

夢
い
か
陽
外
務
省
の
身
分
噸
項
証
明
一

川
倉
新
川
の
用
排
水
路
を
復
旧

臨
時
救
農
施
設
事
業
地
区
と
し
て

『
堤
防
占
用
許
可
一 Ｑ

０
ｌ
ｌ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
１
０
１
Ｉ
０
■
ｇ
Ｈ
ｊ
Ｂ
Ｉ
ｊ
１
ｊ
ｌ
ｌ
１
１
１
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
１
１
Ｉ
ｌ
８
Ｉ
Ｉ

一
申
構
』
奉
じ
た
と
こ
ろ
、
本
年
一
河
一

1
，

ｌ
ｑ
ｌ
‐
Ｊ
１
。
④
ｊ
ｊ
・
●
一

報
輪
總
湛
潅
囿
僻
迩

五
、
野
分
礪
項
証
朋
顧
に
添
付
す
る
黄

料
に
つ
い
て

１
、
除
鰭
謄
本
（
睡
太
へ
転
鱈
し
た
對
一

時
の
本
籍
地
役
場
へ
術
求
す
る
）
こ

の
蝿
合
、
元
の
本
箱
地
が
不
岨
で
あ

は
『
家
議
飼
料
が
大
分
綾
和
さ
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
河
川
堤
防
の
保
謹
妓
化

も
出
来
、
こ
ん
な
喜
ば
し
い
こ
と
は
な

雑
鰐
鮮
駕
Ｌ

一
、
八
○
○
米
一

十
川
堤
防
痔
田
地
戟
一
、
五
○
○
米

他
町
村
か
ら
の
繕
入
乾
草六
○
○
万
門

自
給
乾
草
八
○
○
万
円

〃
穀
頚
一
、
五
○
○
万
門

計
・
二
、
九
○
○
万
円
一

つ
た
り
、
諦
求
し
て
も
役
場
が
交
付
琴
皇
召
一
千
八
日
に
は
金
木
青
年
団

出
来
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
願
密
に
の
臨
時
総
金
が
開
か
れ
、
団
長
は
じ
め

記
入
す
る
こ
と
。
そ
の
他
の
幹
部
役
は
お
選
任
し
て
、
新

の
摘
沁
を
愛
け
て
記
入
し
、
代
識
染
２
、
蝿
樺
地
の
市
区
町
村
畏
の
交
付
す
３
、
酬
傷
祇
朋
密
を
紛
失
し
た
堀
合
は

老
に
依
緬
す
る
必
凝
は
あ
り
ま
せ
る
就
鰯
を
喪
す
る
家
族
全
い
の
居
任
訓
傷
年
月
日
政
ぴ
上
曄
港
名
を
雁
実

Ｆ
脾
呼
４
Ｊ
に
－
◎

ん
）
一
一
融
即
組
に
願
密
に
細
入
の
こ
と
。

一一

国
及
び
県
補
助
額
三
十
八
万
五
千

円

雲
毎
者
黄
銅
額
三
十
一
万
五
千

・
門

一
事
華
内
容
水
路
延
畏
約
一
千
米

０
１
０
‐
６
画
．
ｉ
・
・
ｉ
０
Ｂ
ｏ
・
■
。
④
Ｉ
Ｂ
Ｔ

事
鎚
本
来
の
目
的
溌
成
は
も
ち
錨
の
こ

と
被
害
艇
家
に
対
し
て
は
本
事
業
に
よ

る
労
銀
渥
得
さ
せ
る
な
ど
救
渚
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
町
川
倉
部
落

い
よ
い
よ
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
‐

亜
征
看
は
非
常
に
唇
ん
で
い
る
。

こ
の
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
蕊
益

老
の
代
斐
と
し
て
の
川
倉
匪
莱
協
同
組

合
に
委
託
す
る
の
で
、
腰
林
漁
業
蚕
金

融
糞
の
借
入
主
体
と
も
な
る
の
で
あ
る

が
窒
誘
概
婆
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

事
業
費
総
額
七
○
万
門

事
業
蜜
の
内
訳

国
及
び
県
補
助
額
三
十
八
万
五
千

円

は
こ
の
特
殊
部
落
と
し
て
『
臨
時
救
滕
一

施
設
堺
紫
区
』
に
栃
定
お
愛
け
三
、
四

年
前
か
ら
部
鰐
睡
が
要
課
し
て
い
た

『
新
川
の
用
排
水
脇
』
の
復
旧
事
業
が
。
｜

い
よ
い
よ
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
‐
一

変
征
看
は
非
常
に
唇
ん
で
い
る
。
一

自
覚
あ
る
行
動
を

零
年
準
創
立
準
備
委
員
会

1

1
｜

'’

（
堰
堤
の
復
旧
を
含
む
）

町
〃
も
も
〃
ロ
ゅ
ｂ
ｃ
区
、
〃
ｇ
ｏ
、
〃
巴
、
〃
の
。
■
〃
ロ
、
〃
ダ
。
、
■
口
、
″
グ
。
■
々
■
、
■
″
ｐ
Ｄ
Ｄ
ｐ
Ｑ
、
〃
■
、
●
旬
、
■
〃
■
、
毎
●
も
■
〃
■
●
ｐ
Ｕ
ｐ
、
■
〃
一

化
学
的
な
営
農
で
増
産
、
一

川
倉
の
青
年
ニ
グ
ル
ー
ブ
ー

氏
杢
灘
や
諦
剛
錘
捌
鯉
懲
雛
嘔
噌
一

水
稲
の
砥
熱
伽
芽
『
も
や
し
』
の
製
迩
、
．
”
熱
温
床
な
－

ど
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
こ
の
春
一
万
円
の
予
算
で
土
一

型
検
定
器
を
購
入
し
て
一
言
に
は
土
壊
検
定
を
実
施
）

す
る
な
ど
種
種
的
な
活
剛
を
し
て
い
る
。

一

▲
ま
た
二
○
歳
以
下
の
興
り
で
あ
る
四
Ｍ
ク
ラ
ブ
（
鋺

会
垂
白
川
醸
雄
唾
で
は
、
唯
で
も
よ
い
と
い
つ
Ｃ
と
一

は
解
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
実
行
に
う
つ
さ
れ
な
か
－

つ
た
塊
水
趣
（
水
稲
桃
子
共
同
比
攻
選
）
を
今
年
か
ｂ
一

鮒
函
一
鵬
淵
窺
醐
鮮
腱
帥
鑪
一

営
農
に
若
い
悩
熱
を
打
込
ん
で
い
る
。

一○

【
鯲
典
Ｉ
川
六
四
川
ク
ラ
ブ
の
ビ
ニ
ー
ル
。
ト
ン
ネ
ル
】
一

》
〃
■
■
■
〃
る
ゅ
〃
二
込
已
″
■
や
■
Ｇ
Ｑ
ｎ
■
〃
■
ひ
Ｑ
ｅ
凸
込
■
〃
も
ち
タ
竺
甦
、
″
ｑ
ｏ
Ｕ
〃
■
も
▽
夕
写
ワ
ひ
Ｉ
も
■
タ
グ
■
骨
一
口
ｕ
■
ク
グ
男
″
■
巳
ロ
Ｏ
白
色
■
〃
ｏ
■
●
凸
■

毎

℃己

’

団
な
統
一
し
て
ゆ
け
る
よ
う
な
実
行

肌
の
も
っ
と
も
旺
盛
な
人
で
あ
る
こ

と
。

３
、
今
後
の
連
合
青
年
団
は
、
単
な

娯
楽
擬
関
団
体
と
し
イ
の
青
年
グ

”

た
な
馨
想
の
組
織
か
以
て
、
新
年
度
の

団
創
立
鵡
捕
窪
鈍
会
』
を
ひ
ら
き
、
つ

午
後
六
時
半
か
ら
『
金
木
町
連
合
行
年

醸
業
を
遂
行
す
べ
く
討
画
中
で
あ
る
が

ざ
の
よ
う
な
申
合
せ
を
し
た
。

申
合
事
衷

の
で
、
去
る
三
十
一
日
金
木
小
学
校
で

と
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
』
と
い
う

に
画
献
で
き
得
る
よ
う
な
青
年
の
団
体

各
部
落
単
位
の
狩
年
団
も
『
郷
土
社
会

１
、
総
会
の
期
日
及
び
鴫
所
に
つ
い

嫁四
月
四
日
午
後
六
時
金
木
町
保
育

２
、
団
長
は
人
格
円
満
に
し
て
、
理

４
、
父
兄
は
無
理
解
だ
と
い
う
よ
り

的
に
も
、
実
践
的
に
も
、
よ
く
そ

し
て
郷
士
社
会
に
貢
献
で
き
う
る

１
プ
で
な
く
、
文
化
団
体
の
一

う
な
青
年
の
団
体
と
な
ら
な
け
れ

と
し
て
駁
も
望
ま
し
い
行
動
を
と

い
け
な
い
。

喬
年
自
体
が
自
覚
反
省
し
資
青

こ
と
が
先
決
問
題
這
あ
る
。

警 輪 河テ てのるしま よ ノ（もる 年
鍬
大
祇
孝
子
川
倉
小
学
校
へ
転
出
、
助

敦
維
○
金
木

助
教
職
大
橘
敬
一
尾
別
小
学
校
へ
転
出

助
教
諭
笹
木
卿
子
金
木
小
学
校
へ
転
出

助
教
醗
渋
川
正
醸
廼
別
小
学
校
よ
り
転

入○
海
田
小
学
校

教 卒 数 敏
艫
川

癖
餓
蝦
灘
研
鰯
囎
鯲
一

○碓
沢
田
弘
子
大
沢
内
小
学
校
よ
り
娠
入

一
四
月
末
は
霜
に
注
意
一

一
○
四
月
は
不
順
気
味
で
五
月
は
順
一

一
噸
で
し
ょ
う
。
叩
月
は
鰹
暖
の
変
一

一
血
板
や
や
大
き
く
一
時
鋒
統
き
す
一

一
る
低
温
が
あ
ら
わ
れ
る
見
込
み
で
一

一
月
平
均
で
は
平
年
並
か
多
少
低
目
一

一
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

一
○
五
月
は
釧
合
高
目
の
日
が
縦
き
一

千
月
平
均
で
も
高
目
と
な
ｚ
見
込
み
一

一
で
す
。

一
底
水
還
は
四
月
は
や
や
多
一
く
、
五
一

一
月
は
少
い
で
し
ょ
う
。

一
な
お
晩
霜
は
閥
月
末
に
懸
念
さ
れ
｜

ニ
ー
嘩
吋
母
唯
喝
個
陸
雇
筐
に
偉
い
や
’
’
’
’
一

教
誰
外
崎
爽
智
雄
五
所
川
原
中
学
校
へ

転
出
、
教
誰
花
田
柾
二
金
木
小
学
校
へ

校
挺
阿
部
文
治
中
里
中
学
校
へ
転
出
、

○
金
木
中
学
校

転
出
、
助
教
繊
新
岡
フ
ミ
鶴
ケ
岡
小
学

教
諭
寺
山
キ
ヌ
新
採
用

学
校
造
林
で

感
謝
状
贈
ら
る

川
倉
小
学
校
学
校
林
は
殴
腫
の
目
的
に

か
な
い
、
戚
練
握
良
で
あ
り
、
川
倉
小

学
校
Ｐ
・
唾
。
Ａ
の
準
校
林
に
対
す
裏

理
解
と
協
力
援
助
に
よ
る
功
練
大
な
脇

と
認
め
今
回
県
敦
青
長
か
ら
睡
顕
状
非

に
記
念
品
を
賎
ら
れ
る
こ
と
に
な
く

誇
堵

繊
高
橘
克
緬
依
願
遜
職
、
教
誰
新
大

（
聖
）
新
擁
用

川
倉
小
学
校
・

論
原
田
栄
子
鱒
田
小
学
校
へ
転
出
、

教
職
員
人
事
異
動

田
中
慶
司
金
木
中
学
校
へ
転
出
、

（
昭
二
九
。
四
◇
一
日
発
令
）

小
学
校

口
車
金
木
中
学
校
へ
転
出
、
教

校
へ
転
出
、
校

長
永
井
末
吉
三

好
中
学
校
よ
り

転
入
、
教
鰍
津

鮎
教
新
採
用
、



⑳
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